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を抽出し、32 mer single end で次世代シークエンサー（Genome AnalyzerⅡx、Illumina）
を用いて網羅的に解析した。各群で有意な発現を示すmiRNAを抽出し血清内発現パターン
をプロファイリングした。特定した miRNA を PBC 亜病型毎にリアルタイム PCR にて定











【結論】PBC 血清内 miRNA プロファイリングを行い、亜病型毎に異なる miRNA 発現パ
ターンを特定した。また PBC血清及び組織内において特定のmiRNAが疾患特異的な発現
変化を示すことを特定した。PBC 病型予測バイオマーカーとしての可能性と、制御因子と
して PBCの病態進行に深く関与している可能性が示唆された。 
 
